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水環境フォーラム2009
―地域における水環境の未来を考える―

主 催　 広島県環境整備事業協同組合
共 催　 全国環境整備事業協同組合連合会
後 援　 広島県　広島市　広島県市長会　広島県町村会
　 　　 ㈶日本環境整備教育センター　㈶広島県環境保健協会
　 　　 ㈳広島県環境保全センター　㈳広島県浄化槽維持管理協会

●開 催 日　平成21年11月 17日（火）
●時　　間　13：30～ 16：10　
●場　　所　リーガロイヤルホテル広島　４Ｆ
� 「ロイヤルホール」
●対 象 者　�県・市町議員・首長・行政担当者
　　　　　　・組合員
●実施内容
13：30	 Ⅰ  主催者挨拶
� 広島県環境整備事業協同組合　理事長　黒瀬　栄治　
	 Ⅱ  来賓挨拶
	 Ⅲ  来場者紹介
14：10	 Ⅳ  第１部　基調講演
	 　  演　　題『中山間地域における“自然な恵みを共有”』
	 � 庄原市 副市長　江角　忠也様
14：40	 Ⅴ  第２部　講演
	 　  演題（案）『浄化槽1/2助成モデル事業と今後について』
		�  環境省 大臣官房廃棄物・リサイクル対策部
� 浄化槽推進室長　榑林　茂夫様
15：10	 Ⅵ  第３部　対談
	 　  テ ー マ『水環境革命による地方の未来展望』
� 前 環 境 大 臣  衆 議 院 議 員　斉藤　鉄夫様
� 元 環 境 副 大 臣  参 議 院 議 員　弘友　和夫様
� 佐賀県環境整備事業協同組合理事長　立野　大輔様
16：10	 Ⅶ  閉会挨拶
	 　  広島県環境整備事業協同組合
� 水環境フォーラム2009実行委員長　　茂本　敬植　

H21.11.17開催

　昨年来の“100年に一度”と言われる経済危機による不況の波は、「解雇」「減益」「倒産」等、今な

お暗いかげを落としております。国と地方の借金は1000兆円を超えるとも試算され、現在もな

お増え続けており、各地方自治体の財政は破綻の危機に瀕しております。下水道整備に伴う財

政負担（負債）が、その大きな一因となり破綻した夕張市の例は記憶に新しいところであります。

　県民の生活環境の保全を考える時、下水道と同等以上の性能を有し、経済性、効率性、耐久性に

優れた浄化槽の活用を図ることは、生活環境のみならず、限られた資源の活用を図る上でも大変

重要であると考えます。

　現在、浄化槽による生活排水処理の必要性は、もはや疑いようもなく確実に下水道と並び生活

排水処理の柱として、さらに恒久施設としての期待がかけられております。

　浄化槽の維持管理の適正化を図るとともに、下水道整備とのベストミックス（共生）をさぐり、

地域における水環境の未来を思い描く事により、県民、市民の生活環境の保全に貢献できるよう

本フォーラムを開催致します。

開  催  趣  旨

開　催　概　要 

発行者

広島県環境整備

事 業 協 同 組 合

〒730-0025

広島市中区東平塚町３番28号

ＴＥＬ（082）246－0340

ＦＡＸ（082）248－1258

http://www.hirokankyou.jp

環境整備事業関係広報紙

本紙は一般廃棄物・浄

化槽保守点検清掃等の

取扱業者による広報紙

です。

会員、関係企業に頒布

しております。
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時代の要求に応える 実行委員長挨拶

　

「
時
代
の
要
求
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
未
来
を
見
据
え
、
そ
の
時
代
が
緊
急
に
必

要
と
す
る
事
柄
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
行
動

や
事
柄
で
あ
り
ま
す
。
で
は
地
域
に
お
け
る
水

環
境
の
未
来
に
大
き
く
か
か
わ
る
「
時
代
の
要

求
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
日
本
の
経
済
状
況
は
「
１
０
０
年
に
一

度
」
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
に
み
ま
わ
れ
て
お

り
、
一
般
企
業
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
の
財

政
は
ま
さ
に
破
綻
の
瀬
戸
際
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
実
際
破
綻
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
そ

の
予
備
軍
と
い
わ
れ
る
財
政
健
全
化
団
体
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
我
々
の
身
近
に

も
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
生
活
環
境

と
自
然
環
境
の
保
全
は
全
国
民
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。
し
か
も
地
方
自
治
体
が
避
け
て
通
れ
な

い
施
策
、そ
れ
が
生
活
排
水
処
理
事
業
で
あ
り
、

ど
ん
な
に
財
政
が
悪
化
し
よ
う
と
も
下
水
道
整

備
事
業
は
そ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
地
方
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
重

要
な
使
命
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
過
去
の
下
水
道
整
備
事
業
は
費
用
対

効
果
と
い
う
観
点
は
わ
き
へ
追
い
や
ら
れ
、
巨

額
の
出
費
を
伴
う
公
共
下
水
道
の
推
進
で
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
下
水
道
整
備
率
は
数

字
の
面
で
は
都
市
部
に
お
い
て
は
と
も
か
く
、

中
山
間
地
と
い
わ
れ
、
財
政
基
盤
の
弱
い
人
口

５
万
人
以
下
の
地
方
都
市
に
お
い
て
は
そ
の
財

政
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
、
生
活
排
水
整
備
事
業

は
遅
々
と
し
て
進
捗
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
敢
え
て
そ
れ
に
取
り
組

み
公
共
下
水
道
に
よ
る
整
備
を
進
め
て
き
た
自

治
体
は
当
然
の
結
果
と
し
て
で
は
あ
り
ま
す
が

財
政
の
悪
化
を
招
き
借
入
金
の
返
済
に
困
窮

し
、
最
悪
の
結
果
と
し
て
財
政
健
全
化
団
体
へ

の
転
落
の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
改
善
と
快
適
な
生
活
を
望
む
市

民
の
要
求
に
応
え
た
い
と
の
願
い
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
の
施
策
の
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
下
水

道
と
同
等
の
性
能
を
有
し
、
経
済
性
、
耐
久
性

に
優
れ
た
「
浄
化
槽
」
に
よ
る
整
備
推
進
と
い

う
手
法
へ
の
方
針
変
換
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
に
な
っ
て
、
公
共
下
水
道
に
よ
る
整
備

推
進
を
方
向
転
換
し
、
浄
化
槽
を
柱
と
し
た
生

活
排
水
処
理
事
業
を
推
進
し
て
お
ら
れ
る
自
治

体
が
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
ま
だ
少
数
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
公
共
下
水
道
と
浄
化
槽
に
よ

る
事
業
推
進
費
の
比
較
は
多
く
の
識
者
や
資
料

が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
建
設
費
に
お
い
て

も
、
ま
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
お
い
て
も
さ

ら
に
恒
久
施
設
と
し
て
も
浄
化
槽
に
よ
る
整
備

推
進
が
優
位
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
望
む
生

活
環
境
の
改
善
と
快
適
な
生
活
を
保
障
す
る
生

活
排
水
処
理
整
備
事
業
は
「
浄
化
槽
」
が
柱
と

な
り
、
公
共
下
水
道
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に

よ
り
こ
れ
を
推
進
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
大
会
を
契
機
に
水
環
境
（
生
活
排
水
処

理
計
画
）
の
未
来
を
思
い
描
く
事
に
よ
り
、
広

島
県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
効
果
的
な
手
法
に
つ
い
て
の
見
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
財
政
及
び
県
民
・
市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
に
お
け
る
施
策
の
一
助
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
初
め
て
市
民
の
要
求
に
応
え
つ
つ

し
か
も
財
政
の
健
全
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
時
代
の

要
求
に
応
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
『
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
』

－

地
域
に
お
け
る
水
環
境
の
未
来
を
考
え
る

－

を

開
催
す
る
こ
と
も
ま
た
時
代
の
要
求
に
応
え
る

こ
と
に
も
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

実行委員長

茂 本　敬 植

講
演
者
紹
介

第
１
部	

基
調
講
演

	

「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

自
然
な
恵
み
を
共
有
」

庄
原
市 

副
市
長

江 

角　

忠 

也 

様

　
　
　
　
　
　

  

■
経　

歴

昭
和
53
年
３
月	

山
口
大
学
工
業
短
期
大
学
部　

卒
業

平
成
17
年
10
月	

�

国
土
交
通
省　

中
国
地
方
整
備
局　

企
画
部　

広
域
計
画
課
長

平
成
19
年
４
月	

�

国
土
交
通
省　

中
国
地
方
整
備
局　

企
画
部　

事
業
調
整
官

平
成
19
年
10
月	

庄
原
市
副
市
長　

（
事
業
担
当
副
市
長
）　

就
任

第
２
部　

講　
　

演

	

「
浄
化
槽
１
／
２
助
成
モ
デ
ル
事
業
と
今
後
に
つ
い
て
」
（
案
）

環
境
省　

大
臣
官
房

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部

浄
化
槽
推
進
室
長

榑 

林　

茂 

夫 

様

元
環
境
副
大
臣 

参
議
院
議
員

弘 

友　

和 

夫 

様

　
　
　
　
　
　

  

■
経　

歴

昭
和
42
年　

中
央
大
学
経
済
学
部
卒
業

昭
和
52
年　

北
九
州
市
議
会
議
員
選
挙
当
選
（
４
期
）

平
成
５
年　

衆
議
院
議
員
選
挙
当
選
（
１
期
）

平
成
８
年　

衆
議
院
議
員
選
挙
出
馬

平
成
10
年　

参
議
院
議
員
選
挙
当
選
（
１
期
目
）

平
成
14
年　

環
境
副
大
臣
（
在
任
１
年
）

平
成
16
年　

参
議
院
議
員
選
挙
当
選
（
２
期
目
）

・�

法
務
委
員
長
、
予
算
委
員
会
理
事
、
議
院
運
営
委
員

会
理
事
等
歴
任

●
現
在

【
参
議
院
】�

経
済
産
業
委
員
会
委
員
、決
算
委
員
会
委
員
、

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す

る
特
別
委
員
会
理
事

【
公
明
党
】�

中
央
幹
事
、
参
議
院
副
幹
事
長
、
機
関
紙

推
進
委
員
長
、
団
体
渉
外
委
員
長
、
経
済

産
業
部
会
長
代
理
、
環
境
副
部
会
長
、
水

処
理
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
、
九

州
方
面
議
長
、
福
岡
県
本
部
代
表

【
そ
の
他
】�

武
道
議
員
連
盟
副
会
長
、
日
本
武
道
館
評

議
委
員
、
全
日
本
剣
道
連
盟
顧
問
、
剣
道

錬
士
七
段
、
居
合
道
二
段
、
俳
句
「
天
籟

通
信
」
同
人

●
出
版

　

正
眼
の
世
紀
へ
「
友
ち
ゃ
ん
走
る
」（
あ
き
書
房
）

　

環
境
浄
化
層
の
す
す
め
「
水
環
境
革
命
」（
あ
き
書
房
）

　

環
境
浄
化
槽
の
す
す
め
「
続
水
環
境
革
命
」（
あ
き
書
房
）

第
３
部　

対　
　

談

	

「
水
環
境
革
命
に
よ
る
地
方
の
未
来
展
望
」

前
環
境
大
臣 

衆
議
院
議
員

斉 

藤　

鉄 

夫 

様

　
　
　
　
　
　

  

■
経　

歴

昭
和
39
年
３
月	

羽
須
美
村
立
阿
須
那
小
学
校
卒
業

昭
和
42
年
３
月	

広
島
市
立
国
泰
寺
中
学
校
卒
業

昭
和
45
年
３
月	

修
道
高
等
学
校
卒
業

昭
和
49
年
３
月	

東
京
工
業
大
学
理
学
部
応
用
物
理
学

科
卒
業

昭
和
51
年
３
月	

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
応
用
物
理
学
専
攻
修
士
課
程
終
了

昭
和
51
年
４
月	

清
水
建
設
株
式
会
社
入
社

昭
和
59
年
１
月	

技
術
士
（
応
用
理
学
部
門
）
取
得

昭
和
60
年
２
月	

東
京
工
業
大
学
よ
り
工
学
博
士
の
学

位
取
得

昭
和
61
年
８
月	

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客
員
研
究

員
（
３
年
間
）

平
成
５
年
７
月	

衆
議
院
議
員
初
当
選
（
旧
広
島
１
区
）

平
成
８
年
10
月	

衆
議
院
議
員
２
期
目
当
選
（
中
国
比

例
区
）

平
成
11
年
10
月	

科
学
技
術
総
括
政
務
次
官
就
任
（
第

二
次
小
渕
内
閣
・
第
一
次
森
内
閣
）

平
成
12
年
６
月	

衆
議
院
議
員
３
期
目
当
選
（
中
国
比

例
区
）

平
成
15
年
11
月	

衆
議
院
議
員
４
期
目
当
選
（
中
国
比

例
区
）

平
成
16
年
10
月	

衆
議
院
文
部
科
学
常
任
委
員
長
就
任

平
成
17
年
９
月	

衆
議
院
議
員
５
期
目
当
選
（
中
国
比

例
区
）

平
成
17
年
９
月	

衆
議
院
文
部
科
学
常
任
委
員
長
再
任

平
成
18
年
９
月	

公
明
党
政
務
調
査
会
長
就
任

平
成
20
年
８
月	

環
境
大
臣
に
就
任
（
福
田
改
造
内
閣
）

平
成
20
年
９
月	

環
境
大
臣
に
留
任
（
麻
生
内
閣
）

平
成
21
年
８
月	

衆
議
院
議
員
６
期
目
当
選
（
中
国
比

例
区
）

平
成
21
年
９
月	

公
明
党
政
務
調
査
会
長
就
任
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当
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
度
広
環
協

基
本
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
「
浄
化
槽
整
備

と
恒
久
化
の
推
進
」
に
重
点
を
置
い
た
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
浄
化
槽
は
住
民
個
人
が

設
置
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の

つ
な
ぎ
の
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
将
来
に
わ
た
る
生
活
排
水

対
策
と
し
て
市
町
が
浄
化
槽
を
公
共
事
業

で
設
置
す
る
方
向
へ
と
シ
フ
ト
さ
れ
、
浄

化
槽
の
役
割
が
恒
久
的
な
も
の
へ
と
位
置

付
け
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
内
に
お
い
て
も
、
財
政
的
側
面

も
含
め
様
々
な
要
因
か
ら
下
水
道
計
画
が

進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
既
存
の
下
水

道
計
画
を
見
直
し
、
安
価
で
工
期
も
早
い

個
別
処
理
で
あ
る
浄
化
槽
を
活
用
し
た
生

活
排
水
処
理
計
画
を
策
定
さ
れ
、
早
期
の

浄
化
槽
委
員
会

委
員
長　

本
長 

糧
太

水
洗
化
率
の
向
上
を
図
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
市
町
も
着
実
に
増
え
て
お
り
、
現
在
で

は
、
市
町
村
設
置
型
の
浄
化
槽
整
備
事
業

が
８
市
町
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

国
レ
ベ
ル
で
は
、
下
水
道
整
備
区
域
に

お
け
る
浄
化
槽
の
、
下
水
道
へ
の
接
続
免

除
に
つ
い
て
国
会
で
議
論
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
排
水
処
理
に
お
け
る
浄
化
槽
の
恒
久

化
に
向
け
た
位
置
付
け
に
対
し
て
、
近
い

将
来
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
国
に
お
い
て
恒
久
化
に

向
け
た
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、

業
者
に
よ
っ
て
保
守
点
検
内
容
が
統
一
さ
れ

て
い
な
い
等
、
現
場
で
の
浄
化
槽
に
対
す

る
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
け
れ
ば
、
浄
化
槽

が
下
水
道
と
同
等
の
真
の
生
活
排
水
処
理

と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
住
民
が
安

心
し
て
浄
化
槽
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
ま

た
行
政
が
早
期
の
生
活
排
水
処
理
率
の
向

上
を
図
る
た
め
に
信
頼
し
て
浄
化
槽
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
浄
化
槽
維
持
管
理
の
更

な
る
徹
底
化
を
図
る
と
と
も
に
、
恒
久
化

に
向
け
た
条
件
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
県
内
は
も
と
よ
り
、
県
外

市
町
村
に
お
け
る
先
進
的
な
生
活
排
水
処

理
対
策
の
事
例
等
、
情
報
収
集
を
行
い
、

今
後
に
お
け
る
生
活
排
水
の
適
正
処
理
と

継
続
的
安
定
業
界
の
構
築
に
つ
な
が
る
様

活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

平 成 2 1 年 度 
広島県環境整備
事 業 協 同 組 合

基 本 計 画

１．浄化槽整備と恒久化の推進
２．�不法・不当な新規許可の絶
対阻止

３．全県下合理化の達成
４．�適正業務の実施と適正処理
の確保

５．�適正な一般廃棄物処理計画
策定の推進

６．�規制緩和、法制度等の制定
及び変更への敏速な対応

７．�廃棄物適正処理推進大会の
実施

基 本 方 針

適正処理の確保と
� 継続的安定業界の構築

重 点 目 標

各
委
員
長
の
抱
負

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社

環吉21浄化槽・し尿・廃棄物
� 管理業向けシステム

か ん き ち
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本
年
度
か
ら
合
理
化
対
策
委
員
会
と
適

正
処
理
推
進
委
員
会
を
合
併
し
、合
理
化
・

適
正
処
理
推
進
委
員
会
と
改
名
致
し
ま
し

た
。

　

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機

や
政
権
交
代
等
大
き
な
時
代
の
変
革
の
風

は
、
我
々
一
般
廃
棄
物
処
理
業
界
に
も
吹
き

込
ん
で
来
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
他
業
界
と
同
様
に
廃
棄
物
の

区
分
の
見
直
し
を
求
め
る
規
制
緩
和
を
要

求
す
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
故
一
般
廃
棄
物
の
処
理
が
市
町
村
の

固
有
事
務
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
産
業
廃

合
理
化
・
適
正
処
理
推
進
委
員
会

委
員
長　

高
山 

浩
一

棄
物
が
排
出
者
責
任
の
名
の
も
と
に
ど
れ

だ
け
の
不
法
投
棄
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た

か
を
考
え
て
み
る
と
、
廃
棄
物
処
理
に
お

い
て
規
制
緩
和
が
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
を
今
一
度
熟
考
す
る
と
と
も
に

地
域
の
環
境
保
全
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
事
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

合
理
化
事
業
計
画
も
最
後
の
一
軒
ま
で

一
般
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
と
い
う

趣
旨
で
策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

合
理
化
未
策
定
地
域
の
合
理
化
協
定
締
結

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
合
理
化
策
定
地
域

に
お
い
て
も
趣
旨
に
基
づ
き
適
正
な
代
替

業
務
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
各
地
区

協
議
会
と
連
携
し
て
引
き
続
き
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
廃
棄
物
が
適
正

に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、
環
境
省
を
は
じ
め

関
係
省
庁
の
動
向
に
注
視
し
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
・
合

理
化
事
業
計
画
の
未
策
定
地
域
の
現
地
支

援
、
全
県
下
合
理
化
達
成
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
業
委
員
会

委
員
長　

谷
山 

紀
行

　

現
在
、
世
界
的
に
環
境
問
題
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
、と
り
わ
け
地
球
温
暖
化
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
事
に
つ
い
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
エ
コ
ブ
ー
ム
と
さ
え
言

え
る
程
、
環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
大
手
企
業
も
環
境
市
場
へ
参

入
し
始
め
次
々
と
事
業
展
開
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

我
々
、
水
環
境
の
保
全
、
廃
棄
物
処
理

と
い
う
事
業
に
関
わ
る
者
と
し
て
も
、
長

年
培
っ
て
き
た
知
識
と
技
術
を
生
か
し
、

今
後
に
お
け
る
業
界
の
発
展
を
目
指
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
当
組
合
と

し
ま
し
て
も
新
た
な
委
員
会
と
し
て
事
業

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

将
来
に
わ
た
り
成
長
発
展
可
能
な
業
界
の

姿
を
創
造
す
べ
く
新
規
事
業
に
関
す
る
情

報
収
集
、
調
査
研
究
を
行
い
、
様
々
な
観

点
か
ら
各
地
域
に
見
合
っ
た
新
事
業
へ
の

取
り
組
み
が
実
現
可
能
と
な
る
よ
う
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
御
理
解
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

委
員
長　

池
田 

智
成

　

広
報
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
当
組
合

の
各
委
員
会
と
連
携
し
、
我
々
業
界
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
内
容
や
、
廃
棄
物
処

理
及
び
生
活
排
水
処
理
等
に
関
す
る
情
報

を
広
く
収
集
し
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
行

政
関
係
者
に
逸
早
く
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
組
合
の
み
な
ら
ず
行
政
関
係
者
に
も

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
広
報
活
動
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
そ
し
て
広
報
委
員
全
員
が
強
い

意
思
を
も
ち
研
鑽
を
積
む
こ
と
で
、
新
た

な
情
報
を
見
出
し
、
組
合
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
な
る
委
員
会
を
目

標
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

SECOH SHOJI CO.,LTD.

E-mail:secohshoji@ec2.technowave.ne.jp

〒743-0063 山口県光市島田六丁目15番34-8
TEL. 0833-74-1530  FAX. 0833-71-3120

各種ブロワ・ポンプ・消臭剤・促進剤・水質検査機器
薬筒・散気管・高圧洗浄機・殺虫プレート等

暮らしにいいちから＝地球にイイチカラ

ポンプとブロワの総合商社

S M I L E  E A R T H
地球と共に…世晃商事

単独槽用ブロワSLL
■風量：20ℓ/min～50ℓ/min
■圧力　11kPa
■特徴　樹脂カバー採用の為、アース工事不要
　　　　2重カバーで低騒音

合併槽用ブロワEL
■風量　60ℓ/min～200ℓ/min
■圧力　14.7kPa～19.6kPa
■特徴　オートストップ機構付
　　　　2重カバーで低騒音

合併槽用ブロワTSS/TSA/SSR
■風量　0.16m3/min～28m3/min
■圧力　9.8kPa～58.8kPa
■口径　20mm～150mm
■特徴　ヘリカルポート構造で低騒音 簡単メンテナンス

合併槽用ブロワSD/FD/HC
■風量　0.12m3/min～4.3m3/min
■圧力　9.8kPa～49kPa
■口径　15mm～80mm
■特徴　SD・FD型は、機械室が不要簡単メンテナンス

水中ポンプPU/PN
■風量　0.1m3/min～0.6m3/min
■揚程　3m～17m　■口径　32mm～80mm
■特徴　軽くて強い樹脂製ポンプ、多様な異物を含んだ
　　　　液に対応（PU型）、オイルリフター装備

取扱商品

各種ポンプ・ブロワ販売及び修理
浄化槽維持管理商品販売
環境・工場設備機器販売

業務内容

水質検査機器・ポンプ各種・ブロワー各種・
バキューム車金具類・ガス検知器・手袋各種・ホース各種その他の営業種目

北九州市小倉北区堅林町1-26
TEL 093-581-4700（代）　FAX 093-581-4796

㈱安田商会


